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「なくてはならない」価値の創出へ、
イノベーションを加速します
中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」では、「ニッチトップ戦略」と「Nitto流ESG戦略」を掛け合わせて実
践することを柱としています。その初年度である2023年度において、新たな方針は全社に浸透したと手応えを
感じており、2024年度は、スピード感をもって完成度を上げていきます。社会動向の先を読み、「なくてはなら
ない」価値の創出に向けて、イノベーションを加速します。

代表取締役　取締役社長
CEO COO
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「ニッチトップ戦略」×「Nitto流ESG戦略」の実践は、 
次のステップへ

　Nittoグループは、2030年ありたい姿として「ニッチトップクリエーターと

して驚きと感動を与え続ける『なくてはならないESGトップ企業』」を掲げて

います。社会課題の解決と経済価値の創造を両立させ、世の中に「なくて

はならない」存在であり続けるために、持続可能な地球環境、豊かな人類社

会の実現に貢献することを目指しています。

　その実現に向けて、2023年度にスタートした中期経営計画「Nitto for 

Everyone 2025」では、「ニッチトップ戦略」と「Nitto流ESG戦略」を掛け

合わせて実践することを柱としています。

　「ニッチトップ戦略」は、成長するマーケットを見極め、その中のニッチな

領域で、Nittoグループ固有の技術・知見の融合とステークホルダーとの

共創を通じて、「なくてはならない」製品・機能・ビジネスモデルを継続的

に生み出すことにより、各製品分野でシェアNo.1を目指すNitto独自の差

別化戦略です。ニッチトップ戦略を追求することで、外部環境の影響を受け

にくい、高い成長性・収益性を実現します。

　これと掛け合わせる「Nitto流ESG戦略」では、ESGを経営の中心に置き、

持続的な成長をさらに加速させるために、このたびサステナビリティ重要課

題（マテリアリティ）を見直しました。E（環境）、S（社会）、G（ガバナンス）

領域に対して新たに定めた10のマテリアリティを、従業員一人ひとりが意識

して実践していくことが社会課題の解決と経済価値の創造の両立につなが

ります。

　地球環境や人類・社会の課題解決を念頭に置いた事業活動を具現化す

るために「PlanetFlagsTM/HumanFlagsTM（環境・人類貢献製品）」の創出

に力を入れています。R&Dにおける新規の取組みは、このテーマに関する

ものだけとする方針を打ち出しており、既存製品についても、お客様や外部

2030年ありたい姿
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パートナー様とともに材料や製造工程の見直しを進めています。このような

変革を推進するためには、初期段階に多くのコストがかかりますが、将来へ

の投資と捉え、製品の付加価値に変えて回収していく考えです。

　現場の従業員としては、「既存製品で注文があるのだから、今までどおり

で良いのではないか」という思いもあったかもしれません。R&D部門にお

いても、新たな方針に対し、多くの従業員が悩み、マインドセットが難しかっ

たと思います。しかし、今切り替えなければ、数年後、「あの時にやっておけ

ばよかった」と悔やむことになると伝え続けてきたことにより、この1年で全

社に方針は浸透し、従業員のマインドと実際の取組みの両方が揃ってきまし

た。飛行機で例えると、これから滑走路で加速し、2030年ありたい姿の「な

くてはならないESGトップ企業」に向けてテイクオフしていくというところま

できたと手応えを感じています。

　このような状況の中、2023年度の業績は外部環境が大きく変化したこと

に伴い計画に遅延が生じたものの、成長市場への積極的な経営資源の配分

や構造改革によるコスト削減を進め、2022年度と同等の収益水準となりま

した。2024年度はスピード感をもって完成度を上げていく年として、中期

経営計画「Nitto for Everyone 2025」の財務目標・未財務目標両方の達

成に向けて、全社一丸となって取り組みます。

社会の動向の先を読み、イノベーションを推進

　「 ニッチトップ 戦 略 × Nitto流ESG戦 略 」の 実 践に向けて、グ ル ー

プ全体で取り組んでいるのが「Nitto流イノベーションモデル」です。

PlanetFlagsTM/HumanFlagsTMの考え方のもと、重点分野の「パワー＆モ

ビリティ」「デジタルインターフェース」「ヒューマンライフ」とそれらが交わ

る領域でNittoの技術の強みやコンバージェンスを活かした製品・サービス

のアイデアを創出し、テーマ化をスタートします。その上でニッチトップ戦略

と三新活動で製品化を推進し、最終的に「なくてはならないニッチトップソ

リューション」を生み出しています。

　PlanetFlagsTM/HumanFlagsTMは、CTOを議長とする審議会のもと、毎

年審議を行い、経営幹部が集まる経営戦略会議で認定しています。2023

年度におけるPlanetFlagsTM/HumanFlagsTMカテゴリ売上収益比率※１

は36%で、2030年に50％以上とすることを目指します。また、ニッチトッ

プ製品についても毎年審議を行っており、新たに認定されるもの、除外さ

れるものがあります。2023年度におけるニッチトップ売上収益比率※2は

44%で、2030年に50％以上とすることを目指します。PlanetFlagsTM/

HumanFlagsTMの認定を受けたものが、ニッチトップ製品にも認定される

ことが理想であり、そうなることで「ニッチトップ戦略 ×Nitto流ESG戦略」

が実体として見えるようになります。これがまさにＥＳＧを経営の中心に置く

Nittoの「未財務から財務への転換」です。

　 「Nitto流イノベ ーションモデ ル 」の わかりや す い 事 例 の1つに、

PlanetFlagsTMにも認定されている、スマートフォンやタブレット端末に使わ

れるOCA一体偏光板があります。これは、透明粘着シートと偏光板を当社

で一体化し、品質を保証して提供するようにしたものです。この製品を使用

することにより、お客様は加工・品質検査の工程を減らすことができ、また、

剥離ライナーの廃棄枚数が減るため、お客様の環境価値（産廃削減）と経

済価値（生産効率化・工程削減）向上に貢献しています。

　私たちは以前から、この製品がお客様の財務面、環境面の両方で大きなメ

リットがあると言い続けてきましたが、近年のESGの潮流を受け、サプライ

ヤーから個別に部材を調達していたお客様の価値観や判断基準に変化が現

われ、採用が増加しています。トップシェアの当社が取り組むことによって、

業界全体においてもOCA一体偏光板の認知度は高まっており、今後、さらに

広く普及していくと考えています。この事例は、個別に販売していた製品を

一体化するという新しい発想でお客様に貢献したイノベーションといえます。

　一方、技術によるイノベーションの事例としては、多様な「剥離技術」を

活用した粘着シートがあります。この製品は、通常の粘着シートと同様にしっ

かり貼り付きますが、熱やUV、水、電気、アルコールなどの剥離するきっか

けにより、きれいに剥がすことができるというものです。この剥離技術は、

廃棄物を減らせるという点で従来からお客様の製造工程の材料として高い

ニーズがありました。

　昨今、欧州では循環型社会への移行に向けて、消費者の「Right to 

Repair （修理する権利）」の動きが広がっており、今後、この剥離技術への

ニーズがさらに広がると考えています。例えば、モバイル端末を修理・回収

する際、現在は部材を無理に剥がさなければいけないため、消費者は自分

で修理ができず、また回収時には廃棄物が増えます。しかし、剥離技術を使

うことで、貼り合わせてあるものをきれいに剥がせるようになれば、部材は
※1 売上収益に占めるPlanetFlagsTM/HumanFlagsTMカテゴリ製品の割合
※2 売上収益に占めるGlobal Niche TopTMおよびArea Niche TopTM製品の割合
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ダメージを受けず、消費者は自分で修理することができるようになります。

また、回収後には多くの部材を再利用できるようになり、廃棄物を減らすこ

とができます。

　このような動きは、今後モバイル端末のほかにも、自動車や家電など、あ

らゆる製品へ広がっていくと考えています。循環型社会へ移行していく中

で、当社の技術によって「リワーク（再加工・手直し）」「リペア（修理）」「リ

サイクル・リユース」のニーズに対応して、さまざまな需要を創出していき

ます。

　ESG重視の今、ニッチトップ戦略には、最終消費者への貢献も考えて社会

の動向の先を読み、業界の中で先陣を切っていくことが重要と考えています。

なくてはならないESGトップ企業に向けて「Nitto for 
Everyone 2025」  重点4項目の取組みを着実に推進

　中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」では、4つの重点項目を掲

げ、2023年度からさまざまな取組みを推進しています。

　まず1つ目の「環境・人類に貢献する事業ポートフォリオ変革」について

は、経済価値と社会価値の両立を目指す「伸ばすもの」へ重点的にリソー

スを配分し、メリハリのある成長投資と構造改革を実行してきました。例

えば、ヒューマンライフ分野では、希少疾患からより多くの患者を対象と

した治療薬まで、商用化が進むと見込まれる核酸医薬市場において受託

製造事業の需要増が予想されます。そこで、米国と日本国内で総額300

億円超の設備投資を実施し、商用化対応の製造能力をもつ新工場を稼働

させました。商用化に備えて、原材料供給から受託製造体制までバリュー

チェーン全体の増強を図っています。

　また、パワー＆モビリティ分野では、バッテリー用製品の開発に注力して

います。自動車に使われるバッテリーにはリチウム電池や燃料電池などが

あり、いずれもコンパクトであること、長い距離を走れること、安全である

こと、充電時間が短いことが求められます。当社は「熱」をキーワードとし

て、「耐熱」「放熱」「断熱」の熱マネジメントにフォーカスして製品の開発

を進めています。

　新たな領域の開拓にも乗り出しました。脱炭素に貢献する「ネガティブ

エミッションファクトリー構想」を2023年7月に発表し、環境ビジネスにチャ

レンジしています。製造工程ではたくさんのCO2が排出されます。これを

回収・吸収し、貯留・固定することにより、大気中のCO2を除去するとい

うものです。その具体的な取組みとして、ボイラーの排気ガスを直接回収

する実証機を滋賀事業所に導入し、試運転を開始しました。技術開発を進

め、CO2削減のためのトータルソリューションを提案していきます。

　次に、「ニッチトップを生み出すイノベーションモデルの進化」について、

具体例も挙げながら説明します。

　Nittoグループは社会課題へのフォーカス、事業開発力の強化、ステー

クホルダーの皆様との共創活動を通じて、「なくてはならない」ニッチトッ

プソリューションの創出を目指しています。ニッチトップ戦略はこれまで自

前主義で進め、成功してきましたが、今後は外部の力をこれまで以上に活

用することが必要になると考えています。その実例の1つがフレキシブル

センサーです。2022年に米国Bend Labs社を買収し、また、各研究機関

とも共同研究などを進めています。ライフサイエンス分野で展開しようと

している心疾患（不整脈）検知デバイス&サービスは、人間の体のさまざ

まな動きをセンサーで感知し、疾患の早期発見から適切な治療へつなげる

ことを目的としています。センサーから届く情報に価値を見いだし、マネタ

イズするような新しいビジネスモデルの構築を図っていきます。

　デジタルインターフェース分野においては、期待が高まる仮想空間「メ

タバース」市場向けに、「没入感」を高める高精度でクリーンな光学フィル

ムを上市しています。中長期的な需要拡大を見据え、引き続き、機能の

高度化、薄型・軽量化に取り組んでいきます。2024年4月には、英国の

TruLife Optics社の株式の一部取得を決定しました。ARグラスの普及を

目指して共同でホログラフィックオプティクスの新たな材料や量産性の検
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証を進めています。これまで培ってきた基幹技術に外部技術を組み合わせ

て、ARをはじめとする新たな市場での新製品創出に挑戦していきます。

　さらに、CO2を回収する技術開発にも力を入れています。2023年12月

にNittoが有する化学変換技術を活用し、エア・ウォーター株式会社と協

業で、家畜ふん尿バイオマス由来のCO2から牧草の保存に使用されるギ

酸を製造する取組みを開始しました。ギ酸は畜産業界で添加剤として利用

されるので、この取組みは回収したCO2を有効利用する資源リサイクルと

いうことになります。

　このように、社外パートナーの皆様と共創することでイノベーションを一

層加速させたいと考えています。

　3つ目に掲げる「人財・チームの挑戦を加速する組織文化の改革」に

おいては、「チャレンジを楽しむ人財＆チーム」を人的資本経営における

2030年ありたい姿として、さまざまな施策を展開しています。

　Nittoグループではこれまでチャレンジを「応援」してきましたが、今後

は従業員一人ひとりが、失敗を恐れずにチャレンジを「楽しむ」組織風土

をつくっていきます。最も重要なことは従業員一人ひとりの新たな価値創

造に対する意欲であり、それを数値化する指標として「チャレンジ比率」を

掲げ、2030年に85%とすることを目指しています。チャレンジ比率は、自

分起点や会社起点のチャレンジ、エリア独自のチャレンジなど、価値創造

に向けてチャレンジする人財の比率であり、2023年度は37%でした。社

外の方からは「どのような活動を『チャレンジ』とみなすのか」と尋ねられ

ることがあります。チャレンジする活動はたくさんあります。例えば、新規

事業創出大会「Nitto Innovation Challenge（NIC）」が該当します。毎

年、1,000件に上る新規事業や新製品に関するアイデアが、世界中から集

まり、最終選考まで残ったアイデアは、事業部や研究開発部門が手を挙げ

て事業化にチャレンジします。職場の活性化と品質の向上を目指した小集

団活動「Group Activity Toward Excellence （GATE）」もその1つで、

すべての従業員が参加できる活動です。ほかにも海外トレーニー、ジョブ

ポスティングなどのさまざまな仕掛けがあり、これらに参加して、従業員が

どれだけ成長したか、活躍しているかを注視していきたいと考えています。

　また、従業員の働きがいを評価する指標として、「エンゲージメントスコ

ア」を設定しており、2030年に85とすることを目指しています。2023年

度のスコアは前回から７ポイントアップし81となり、ポジティブな結果とな

りました。各社・各拠点の活動の成果が表れたと捉えています。

　こうしたNittoらしい取組みを推進することに加えて、積極的な情報発

信も行った結果、「人的資本調査2023」における「人的資本リーダーズ

2023」および「人的資本経営品質（ゴールド）」を受賞し、「D&I AWARD 

2023」において、最高評価の「BEST WORKPLACE」に認定されました。

人財は最も重要な財産です。お客様に貢献するイノベーションを創出する

ために、Nittoらしい人的資本経営を引き続き推進していきます。

　最後に「変化を先取る経営インフラへの変革」に対する取組みを紹介し

ます。

　Nittoグループがさらなる成長を遂げるには経営インフラの強化が重要

と考えています。今後も継続してお客様から信頼と期待を頂ける経営を目

指して、変化を先取りした、外部環境の影響を受けにくい強靭な経営基盤

への変革を進めています。例えば、ニッチトップ製品は高いシェアを獲得し

ていますが、お客様への供給責任を果たすためには、サプライチェーン強

化が欠かせません。そのため、全社横断の組織としてサプライチェーンコ

ミッティを設置し、地政学リスクや化学物質規制リスク、気候変動問題など

の潜在リスクに対して先回りして対策しています。

　また、データやデジタル技術の活用も経営基盤の強化において重要な

テーマだと考えます。基幹システムの刷新やサイバーセキュリティの強化

などいくつか取組みを実施してきていますが、AIをはじめとしたデジタル

技術の進化は速く、Nittoの取組みはまだ十分ではありません。データを

もとにした意思決定を行うことでスピードと質を上げるとともに、デジタル
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技術を活用した業務改革やビジネスモデル変革を進めます。併せて、それ

らのテーマを推進するための人財の確保・育成や外部パートナー様との

連携を進めていきます。

　そして、Nittoグループが最優先事項の1つとしている安全については、

「安全をすべてに優先する」方針のもと、あらゆる事故や災害をゼロにす

ることを目指し、拠点ごとにリスクを抽出し、危険度合いに応じた対策を

講じています。2022年度にグループ会社で発生した火災事故を契機に、

2023年度から10月4日を「Nittoグループ防火の日」と定めました。過去

の教訓を活かして対策の強化を図るとともに、事故・災害ゼロの実現に向

けて、従業員一人ひとりが心と体の健康を維持し、自らの判断と責任で安

全な行動をとる「自律型安全文化」の醸成に取り組んでいきます。

水道用膜モジュールの認定制度に関する 
不適切行為について

　このたび、「当社製水道用膜モジュールの認定制度に関する不適切行為」

（2024年1月公表）について、お取引先様、水道事業者様および水道利

用者様ならびに膜協会をはじめとする関係者の皆様に、多大なるご心配と

ご迷惑をおかけしましたこと、あらためて深くお詫び申し上げます。その

後、3月に外部専門家で構成される調査委員会を設置し、6月に調査報告書

を受領しています。

　私は、常日頃から、「経営の安全」がどれだけ重要であるか繰り返し言い

続けてきました。今回の事案を厳粛かつ真摯に受け止め、ガバナンスをよ

り一層強化しなければならないと痛感しています。ガバナンスは事業を支

える基盤と認識していますので、それを文化として醸成し、「経営の安全」

を確立させることに尽力します。二度とこのようなことが起こらないよう、

また、皆様からの信頼を一日でも早く取り戻せるよう、委員会の調査報告

書を踏まえ、さらなる見直し策や新たな防止策を整備し、順次、実施して

いきます。

世界で「なくてはならない」価値を追求

　新しい取組みを始めるときは多くのエネルギーを必要としますが、動き

出すとスピードは加速していきます。Nittoグループにとって2024年度は

スピード感をもって完成度を上げていく年となります。Nittoでは未だ財務

にならずとも、活動を推進することで将来財務となって利益を生んでいくと

いう意味を込めて「未財務」という考え方をしています。製品系・環境系・

人財系からなる「未財務」は、それぞれを向上させ、どれも欠けることなく

相互に連携することで、「財務」に転換され企業価値向上につながると考え

ています。そして、2030年に「なくてはならないESGトップ企業」となるた

めに、世界中で「なくてはならない」を追求し、存在価値を高めていきます。

　世の中で「なくてはならない」を見つけることは難しく、簡単に到達でき

るものではありません。私は従業員に、行き詰まったら一歩下がって、「な

ぜNittoでなければならないのか」という視点に立ち戻るように伝えてい

ます。それを突き詰めることで、Nittoが世の中にとって、「なくてはならな

い」存在になっていくといえるからです。今後は、製品の機能面に加えて、

環境面においても価値を創出していくことが重要です。すべての製品が

PlanetFlagsTM/HumanFlagsTMとしてあらゆる分野ではためき、そして

Global Niche TopTMやArea Niche TopTMとなることが、私の夢です。

　引き続き、ステークホルダーの皆様のご理解、ご支援を賜りますようお

願い申し上げます。
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Nittoグループの使命

ESG経営の基本姿勢

Nittoグループの長期目標

３カ年の実行計画

Nittoグループの経営戦略

新しい発想でお客様の価値創造に貢献します。

経営理念（Mission）

社会課題の解決と経済価値の創造の両立
～Nittoグループは、地球環境、人類と社会をお客様と捉え、

持続可能な未来と幸福のためにチャレンジし続けます～

サステナビリティ基本方針

ニッチトップクリエーターとして驚きと感動を与え続ける
“なくてはならないESGトップ企業”

「ニッチトップ戦略 × Nitto流ESG戦略」の実践
（経営目標として財務・未財務目標を設定）

2030年ありたい姿

中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」

サステナビリティ重要課題 環境・人類貢献製品 ニッチトップ戦略

社会課題を解決するために
特定した10の重要課題

変化・成長する市場を見極め
シェアNo.1を勝ち取る戦略

ESG経営の課題 イノベーションモデル

　Nittoグループは、「新しい発想でお客様の価値創造に貢献します。」を
Missionとして、ESGを経営の中心に置くとの強い決意のもと、事業活動
を通じた「社会課題の解決と経済価値の創造の両立」をサステナビリティ
基本方針に掲げています。
　その実践にあたり、「ニッチトップクリエーターとして驚きと感動を与え
続ける『なくてはならないESGトップ企業』」を2030年ありたい姿としまし
た。この長期目標を達成するためには現状とのギャップを埋めなくてはな
りません。ESG経営を推進するうえでのリスクと機会を見極め、自社およ
び環境・社会にとって優先順位の高い課題を「サステナビリティ重要課題

（マテリアリティ）」として特定しました。
　これらの課題を解決する重要なアプローチの1つが、Nitto流イノベー
ションモデルです。Nittoが注力する重点3分野「パワー＆モビリティ」「デ
ジタルインターフェース」「ヒューマンライフ」において、地球環境・人
類社会、さらにお客様・産業にとってなくてはならないという視点から、
PlanetFlags™/HumanFlags™(環境・人類貢献製品)を創出し、三新活
動とニッチトップ戦略で差別化することで持続的な成長と高収益を生み出
します。
　そして、「2030年ありたい姿」を実現するための実行計画が、2023年
度を初年度とする中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」です。収
益性を重視した財務目標とESG経営を推進する未財務目標を設定すると
ともに、未財務価値を財務価値に転換するという強いこだわりをもち、4つ
の重点項目に取り組みます。
　Nittoグループは、世の中に「なくてはならない」価値を創出し、持続可
能な地球環境、豊かな人類社会の実現に貢献することを目指します。
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イノベ
ーションモデル

価値創造プロセス
2030年経営目標

ニッチトップ戦略三新活動

財務

未財務

営業利益� 2,400億円

ROE　　　　　��20%

製品系

新製品比率� 35%以上
ニッチトップ�
売上収益比率� 50%以上
PlanetFlagsTM/�
HumanFlagsTM�
カテゴリ�
売上収益比率� 50%以上

人財系

女性リーダー比率� 30%
エンゲージメント�
スコア　　　　　　85
チャレンジ比率� 85%

環境系

CO2排出量�
� 400kton/年
廃プラスチック�
リサイクル率� 60%
サステナブル材料�
使用率� 30%

パワー＆�
モビリティ

ヒューマン�
ライフ

デジタル�
インターフェース

密
着

顧
客

人
類
社
会

地
球
環
境

お客様
技

製

管

販

ESG

P.15

P.10

P.29-30

P.12-14

強固な顧客基盤 多様な人財 8つの基幹技術 健全な財務基盤 安全・高品質な
モノづくり

持続可能な
資源活用

P.17-19

強みとなる資本

2030 年ありたい姿
なくてはならない ESGトップ企業

PlanetFlagsTM HumanFlagsTM

新製品・
新サービス

現行事業

新需要

新用途

•�脱炭素社会の実現
•�循環型社会の実現
•�生物多様性の保全
•�PlanetFlagsTMの創出

•�安全なモノづくり
•�多様な人財の活躍
•�人権の支持と尊重
•�サプライチェーンの強靭化
•�HumanFlagsTMの創出

•�経営の安全性向上

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
重
要
課
題

事業活動 Output Outcome

未来の地球を守る

ステークホルダーの 
期待と信頼に応える

経

済
価値

社
会

価
値

経

済
価値

社
会

価
値

人と社会を豊かにする

Nittoグループは、「ニッチトップクリエーターとして驚きと感動を与え続ける『なくてはならないESGトップ企業』」を目指しています。 
技（技術）・製（製造）・販（販売）・管（管理）一体となり、顧客密着と独自のビジネスモデルによって、常に革新的で幅広い価値を創造し続けます。

P.16
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経

済
価値

社
会

価
値

経

済
価値

社
会

価
値

脱炭素社会の実現

循環型社会の実現

生物多様性の保全

�PlanetFlagsTMの創出

安全なモノづくり

多様な人財の活躍

人権の支持と尊重

サプライチェーンの強靭化

HumanFlagsTMの創出

未来の地球を守る 人と社会を豊かにする
社会環境

経営の安全性向上

ガバナンス

ステークホルダーの期待と信頼に応える

分類 考え方

環境

「脱炭素」「循環型経済」「生物多様性」を重要課題と捉え、経営基盤を強化するとともに、
製品・サービス（PlanetFlagsTM）を通じてこれらの課題を解決することで、環境保全・改
善に努め、未来の地球を守ることを目指す

社会

「安全（労働・品質）」「人財」「人権」「サプライチェーン」を重要課題と捉え、経営基盤を
強化するとともに、製品・サービス（HumanFlagsTM）を通じてこれらの課題を解決するこ
とで、重点3分野における人類・社会へ価値を提供し、人と社会を豊かにすることを目指す

ガバナンス
「経営の安全」すなわち透明で公正な経営、適正な管理体制を重要課題と捉え、経営基盤
を強化することで、ステークホルダーの期待と信頼に応える

サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）

マテリアリティの考え方

サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）
Nittoグループは、社会課題の解決と経済価値の創造の両立を実現するため、2019年にサステナビリティ重要課題（マテ
リアリティ）を特定しました。その後、世界的にサステナビリティやESG（環境・社会・ガバナンス）の重要性が高まるな
ど外部環境の変化がみられる中、Nittoグループは、ESGを経営の中心に置くという方針を明確にしました。そこで、地
球環境や人類・社会、世の中にとって「なくてはならない」存在として、持続的な成長をさらに加速させるために、マテリ
アリティを見直しました。
このマテリアリティは、自社およびステークホルダー（環境・社会）に影響する長期的な課題から重要性が高い項目を抽出・
特定しています。取組みにあたっては、それぞれの課題におけるリスクと機会を認識し、事業計画へ反映しています。

国際ガイドライン
（GRIスタンダード、SASB、UNGCなど）

有識者との対話、取締役との協議にて、ESGで分類されたマテリアリティを特定
（リスク・機会・実行内容・指標・目標も併せて設定）

業界行動規範
（RBA、PSCIなど）

経営戦略会議で審議、取締役会にて決議
（定期的に見直し検討を実施（1回/年））

サステナビリティ評価機関
（S&PグローバルCSA、CDPなど）

その他ステークホルダー要請

自社の重要性
（自社への影響）

自社および
ステークホルダー

（環境・社会）に影響する
長期的な課題の把握

課題の重要性評価

マテリアリティ特定

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
性

（
環
境
・
社
会
へ
の
影
響
）

マテリアリティ特定プロセス

自社・ステークホルダー（環境・社会）にとっ
て重要性が高い項目をマテリアリティ候補
として選定
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ありたい姿 マテリアリティ リスク 機会

脱炭素社会の実現 • 脱炭素社会への対応遅れに伴う事業活動の継続困難
• 環境規制強化による既存製品の販売困難化

• GHG削減要求に対応した環境配慮型生産ラインへの移行に伴う生産性向上
• 低カーボンフットプリント製品提供によるビジネス機会拡大

循環型社会の実現 • 原材料価格上昇や調達困難による操業停止
• 廃棄物処理のイノベーションや新技術開発の遅れによる競争力低下

• 資源・素材を循環利用するための技術・製品へのニーズ拡大
• 廃棄物の減量化やリサイクルに伴う資源有効活用やコスト削減

生物多様性の保全 • 大気、水、土壌汚染によるステークホルダーの健康被害
• 法規制対応のコスト増加や操業許認可の取得困難化

• 汚染・有害物質の適正管理による地域社会、顧客からの信頼獲得
• 有害物質の分離・除去・浄化などに資する技術・製品へのニーズ拡大

PlanetFlagsTMの創出 • 環境ニーズへの対応遅れによる受注量減少
• 環境保全に対する社会的要求への対応不足

• 低カーボンフットプリントもしくはカーボンネガティブ製品提供によるビジネス機会拡大
• 生物多様性配慮技術やノウハウの蓄積および新市場やビジネスモデルの創出

安全なモノづくり • 事業活動中の災害発生による人的被害や操業停止
• 品質問題によるリコール・訴訟などの発生

• 安全で安心な労働環境による生産性向上と顧客からの信頼獲得
• 安全で高品質な製品の提供による顧客からの信頼と支持の獲得

多様な人財の活躍 • 人財不足による安定的な事業活動の困難化
• 人財の多様性の欠如による新しいアイデアやイノベーションの停滞

• 働き方改革および人財育成による生産性向上
• 多様な人財が活躍できる場の提供による従業員モチベーション向上

人権の支持と尊重 • 人権尊重に関する法規制違反に伴う操業停止・企業価値の毀損
• 人権侵害による従業員の健康被害や労働条件悪化に伴う人財流出 

• 社会的責任や公正さの実践による、企業イメージやブランド価値向上
• 人権に関する法規制への適合や先行による社会的信頼度向上

サプライチェーンの強靭化 • サプライチェーン上の工場やインフラの損傷に伴う、生産や流通の停止
• 関連会社や取引先企業における不正や違法行為に起因する自社ブランドイメージ低下

• サプライチェーンの最適化に基づく製品の供給効率化やコスト削減
• 統合的なサプライチェーン管理による取引先および社会からの信頼獲得

HumanFlagsTMの創出 • 社会ニーズへの対応不十分による競争優位性や成長性の低下
• 代替技術の出現や自社技術のコモディティ化による自社製品の優位性低下

• QOL向上や疾患拡大防止向けの製品・サービス提供によるビジネス機会の拡大
• 次世代技術の適合や先行による競争優位性や成長性向上

経営の安全性向上 • 不適切な内部統制やワークフローによる業務効率や品質低下
• サイバー攻撃によるシステム停止や機密情報の漏洩

• 経営の効率化に伴うコスト削減や利益増加
• 情報資産の価値や活用方法の把握を通じた新市場やビジネスモデルの創出

未来の地球を守る未来の地球を守る

人と社会を豊かにする人と社会を豊かにする

ステークホルダーのステークホルダーの
期待と信頼に応える期待と信頼に応える
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ありたい姿 マテリアリティ 実行内容 KPI/2030年目標 関連するSDGs 詳細

脱炭素社会の実現 • GHG排出の削減 CO2排出量　400kton/年 P.39–P.40

循環型社会の実現 • 原材料、エネルギー、廃棄物の循環促進
廃プラスチックリサイクル率　60%
サステナブル材料使用率　30%

P.41

生物多様性の保全 • 大気、水、土壌の汚染防止 （社内KPIにて管理中） P.41

PlanetFlagsTMの創出 • 脱炭素・資源循環ソリューションの提供
• ネイチャーポジティブ製品の提供

PlanetFlagsTM/HumanFlagsTM

カテゴリ売上収益比率　50%以上
P.23–P.38

安全なモノづくり • 労働環境の改善
• 製品の安全性・品質向上

（社内KPIにて管理中） P.43–P.44

多様な人財の活躍 • チャレンジする人財の獲得・育成
• DE&Iの推進

女性リーダー比率　30%
エンゲージメントスコア　85
チャレンジ比率　85%

P.45–P.52

人権の支持と尊重 • 人権デューディリジェンスの推進 （社内KPIにて管理中） P.53

サプライチェーンの強靭化 • 持続可能な調達慣行 （社内KPIにて管理中） P.54–P.55

HumanFlagsTMの創出
• デジタル社会を推進する製品の提供
• 快適で安心な生活につながる製品の提供
• 健やかな暮らしを支える製品の提供

PlanetFlagsTM/HumanFlagsTM

カテゴリ売上収益比率　50%以上
P.23–P.38

経営の安全性向上
• コンプライアンスの遵守
• 安全・品質文化の構築
• 情報セキュリティ管理の推進

（社内KPIにて管理中） P.65–P.71

未来の地球を守る未来の地球を守る

人と社会を豊かにする人と社会を豊かにする

ステークホルダーのステークホルダーの
期待と信頼に応える期待と信頼に応える
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